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８月１８日(火)から２学期が始まりました。始業式では、1 学期の終業式で話した「不思議な壺（つぼ）」の

話の続きをしました。【以下抜粋】終業式で自分にとって本当に大切な「大きな石」から優先して壺に入れよ

うという話をしましたが、夏休みに自分なりの石は入れましたか？私は宣言した「オカリナの練習」を頑張り

ました。やってみると指が思うように動かず、1 年生の苦労を身をもって体験しました。村の「ほたる火コン

サート」では、1 年生や日本を代表するオカリナ奏者の宗次郎さんと一緒に演奏することができ、「自分から

何かに挑戦すると、運命が変わるんだ」と実感しました。また、吹奏楽部のみなさんが、県のコンクールで「金

賞」を受賞し、念願の東北大会への切符を掴み取りました！「ごまかさずにちゃんと演奏する」「目の前にあ

る楽譜をしっかり読み込む」という地味で厳しい「大きな石」に向き合い続けた結果、自分たちの運命を大き

く切り拓きました。私が伝えたいことは「勇気を出して『大きな石』を投げ込めば、自分の未来や運命はいく

らでも変えられる」ということです。 

２学期は、みなさんの運命を動かす大きな石が目の前にたくさん転がっています。 

【３つの挑戦】①「逃げずに、自分から挑戦」②：「完璧を目指さず、まずは一歩動くこと」      

③：「挑戦する仲間を温かく応援すること」 実りの多い充実した２学期にしていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ８月１日(土)、１年生が「ほたる火コンサート」に参加しました。本校で

は、「地域理解、地域連携を通して進めるキャリア教育の充実」を重点に掲

げ、地域を理解し、地域に貢献しながら、自らの進路を切り拓く力を育むた

め、地域とかかわる体験活動に取り組んでいます。 

１年生も総合的な学習の一環として、四ケ村棚田ほたる火コンサート実

行委員会 須藤 敏彦 会長より、四ケ村の棚田のことやコンサートの由来

などのご講話をいただきながら、ペットボトルによるランタンの製作やオ

カリナの演奏の練習などに取り組みました。当日は残念ながら屋内での開

催となりましたが、宗次郎さんや小林真人さんと共に演奏を楽しみながら、

地域の良さを感じ取ることができました。 

 

 

 

 

 

 大蔵村立大蔵中学校 校長 齋藤 博子 

令和８年８月２１日 第５号 ＜校 訓＞ 

「誰もが安心して学べる  
居心地のよい学校」 
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勇気を出して自分から何かに挑戦する 2学期へ 
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バドミントン部 

歴史に残る大快挙！吹奏楽部東北大会出場！ 

８月２日(日)、第６５回山形県吹奏楽コンクールが開催され、大蔵中吹奏楽部は、中学校小編成の部で

みごと金賞を受賞し、念願の東北大会出場を決めました。今後は９月６日（日）に秋田市で行われる東

北大会に出場します。大蔵中の歴史に残る大快挙。東北大会でも自分たちらしい演奏で会場に感動を！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

曲：赤い森～1986.4.26  

チェルノブイリ原子力発電所事故による 

★保護者の皆様、楽器運搬への御協力＆応援ありがとうご 

ざいました。引き続き応援・サポートよろしくお願いします。 

教育委員会をはじめ、吹奏楽部ＯＢの方々からのお祝いの 

メッセージなどもありがとうございました。  

３学年放課後自主学習会スタート！～自分の未来は自分で切り拓く～ 

3 年生が 4 月に実施した「全国学力・学習状況調査」の結果が届きました。大蔵中学校の結果は 国語、

数学、英語の３教科ともに課題が見られる結果となりましたが、大切なのは「ここからどう伸びるか」で

す。現在、教科担任を中心に結果を分析し、学力向上に向けてよりわかりやすい授業やサポートの工夫を

進めています。その取り組みの一環として、８月下旬より週２回（火・木）、３年生向けの「放課後自主学

習会」を開催します。自分のペースで黙々と過去問やワーク等を進める時間として活用できます。また、学

習指導員の先生が常駐するので、わからない問題は質問し、解決することもできます。「あと少し伸ばした

い」「一人だと集中できない」という人も大歓迎です。自分から一歩踏み出す行動が、自分の進路選択の幅

を広げます。自分の可能性を信じてみんなで前進していきましょう。頑張ろう３年生！ 

【吹奏楽部部長 ３年 柴田咲蒔さんより】 

私たちは東北大会に出場する上でたくさんの

人々の助力を得ています。その感謝を忘れず、県

大会での反省も活かし、誰もが記憶に残る演奏を

してきます。残り少ない期間、吹奏楽部全員で笑

顔で終われるようにしたいです。 






